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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月26日(2014.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　そして、アンテナコイル１２内において、コンデンサＣａとコンデンサＣｂの間に示さ
れるＥのポイントに設けられた端子（以下、端子Ｅとも称する）から、抵抗Ｒ３を介して
、受信端子RXに信号が入力される。受信回路７２は、中点電位端子VMIDの中点電位を基準
として、受信端子RXから入力した信号を復号する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１６】
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